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周辺の宿泊施設

⑥特別史跡一乗谷朝倉氏遺跡を中核とする地域文化観光推進地域計画

特別史跡一乗谷朝倉氏遺跡
（特別史跡、特別名勝庭園）福井県立一乗谷朝倉氏遺跡

博物館

（遺跡からの出土遺物等（重要文化財

2,343点含む））

（2022年10月開館）

周辺の飲食施設

周辺の販売施設
目標
・日本人来訪者の満足度
2019年35%→2024年45%（5段階評価の最高値）（+10％）
・日本人来訪者数
2019年８８千人→ 2024年２００千人（約2.3倍）

・外国人来訪者数
2019年 440人→2024年 1,000人（約2.3倍）
※10年後（2029年）も1,000人程度を目標（約2.3倍）

協議会：一乗谷朝倉氏遺跡活用推進協議会
自治体：福井県、福井市
中核文化観光拠点施設（設置者）：
福井県立一乗谷朝倉氏遺跡資料館（福井県）（令和4年10
月～福井県立一乗谷朝倉氏遺跡博物館）、特別史跡一乗谷
朝倉氏遺跡（福井市）
文化観光推進事業者：
一乗谷朝倉氏遺跡活用推進協議会、（公社）福井県観光連盟、福井市

計画期間
2020年度～2024年度（５年間）

地域文化観光推進事業
<1.文化資源の魅力の増進>
・遺跡の魅力をリアルに楽しく体感できるAR等の制作、時代衣装や
出土遺物復元品を活用した体験メニューの充実
<2.文化観光に関する利便の増進>
・バスの増便やリニューアルなど交通機関の魅力向上、トイレ設置や
券売機導入による利便性向上、休憩所等のバリアフリー化
<3.飲食、販売、宿泊等との連携の促進>
・資料館（新博物館）、遺跡、飲食施設、宿泊施設等をセットで
楽しめる割引クーポンの発行
<4.国内外への宣伝>
・専門サイトでのPRや旅行会社への売り込み等によるインバウンド
推進
<5.施設又は設備の整備>
・遺跡内無料Ｗｉ-Ｆｉの整備、体験メニュー用の施設改修

文化クラスター推進事業費（令和２年度・要望ベース）
1,789万円

<福井市>計画作成・実施体制

ＪＲ福井駅

周辺の文化資源

・福井城址

・北ノ庄城址

・養浩館庭園 等

周辺の販売施設

周辺の宿泊施設

<福井市>

福井県立一乗谷朝倉氏遺跡
資料館

（遺跡からの出土遺物等（重要文化財

2,343点含む））

周辺の飲食施設

<福井市>


